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現在の小菅修船場跡。海（右下）に向かって緩やかに下る斜面と中央にある歯型軌条付レール

は当初のままのものと見られる。左右の線路とその上の台車群は、戦時中に改造されたもの。

曳揚機小屋（奥）の中央から延びる装置は牽引用チェーンの延長／短縮装置。左右にある電動

式巻上機は後年に設置されたもの。

平野富二ゆかりの地　東京編  

「
工
部
大
学
校
阯
」
碑
。
卒
業
生
有
志
が
廃
校
跡
か
ら
煉
瓦
を
集
め
て
建
立
。
上
部
は
避
雷
針
で
あ
っ
た
も
の
を
取
り
付
け
た
。
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発
刊
の
辞

　
わ
が
国
産
業
近
代
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
平
野
富
二
の
生
誕
地
に
記
念
碑
を
建
立
し
、
明
治
百
五
十

年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
る
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
一
月
二
四
日
に
除
幕
式
を
お
こ
な
い
、
長

崎
市
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
野
富
二
は
、
幕
末
の
長
崎
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
長
崎
製
鉄
所
の
完
成
直
後
に
抜
擢
さ
れ
て
機
械
技
術

者
と
し
て
育
成
さ
れ
、
本
木
昌
造
の
下
で
蒸
気
船
の
機
関
手
と
し
て
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
そ
の
知
識
と

経
験
を
基
に
し
て
、
の
ち
に
世
界
遺
産
と
な
っ
た
小
菅
修
船
場
の
初
代
所
長
と
し
て
活
躍
し
、
立
神
ド
ッ

ク
の
開
削
を
建
言
し
て
自
ら
工
事
を
推
進
し
、
長
崎
県
営
時
代
の
長
崎
製
鉄
所
最
後
の
経
営
責
任
者
と
し

て
、
長
崎
の
繁
栄
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
木
昌
造
に
招
か
れ
て
活
版
製
造
事
業
に
身
を
投
じ
、
東
京
に
進
出
、
活
版
印
刷
の
全
国
的

な
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。
か
た
わ
ら
、
わ
が
国
最
初
の
私
設
洋
式
造
船
所
を
東
京
石
川
島
の
地
に
設
立

し
て
、
造
船
・
機
械
製
造
・
構
造
物
加
工
組
立
な
ど
の
分
野
で
明
治
前
期
の
産
業
近
代
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
年
が
平
野
富
二
生
誕
一
七
〇
周
年
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
平
野
富
二
の
生
家
で
あ
る
矢
次
家
の
あ
っ
た
場
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

長崎市によって設置された長崎さるくボード
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平
野
富
二
に
よ
る
活
字
・
活
版
機
器
製
造
と
印
刷
事
業

◉
文
部
省
御
用
活
版
所
（
小
幡
活
版
所
）
跡

所
在
地

　千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一

　
　
　
　（も
と
伊
勢
国
〔
三
重
県
〕
津
藩
藤
堂
和
泉
守
上
屋
敷
門
長
屋
跡
）

標
示
物

　な
し

　明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
一
〇
月
、
平
野
富
二
が
、
本
木
昌
造
の
指
示
で
小
幡
正
蔵
を
所
長
と
し
て
派
遣
し

設
立
し
た
。
当
初
は
大
学
〔
二
四
九
頁
参
照
〕・
大
学
東
校
〔
二
九
一
頁
参
照
〕・
大
学
南
校
〔
二
六
七
頁
参
照
〕
に
活
版
を

納
入
す
る
目
的
で
設
立
し
た
が
、
官
制
の
変
更
に
よ
り
「
文
部
省
御
用
活
版
所
」
と
な
っ
た
。

　し
か
し
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
九
月
、
当
地
に
あ
っ
た
文
部
省
活
版
所
〔
二
九
一
頁
参
照
〕
が
廃
止
さ
れ
た
た

め
、「
小
幡
活
版
所
」
と
称
し
て
自
主
営
業
の
道
を
た
ど
り
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
な
っ
て
、
小
幡
正
蔵

は
平
野
富
二
の
了
解
を
得
て
小
幡
活
版
所
を
閉
鎖
し
、
共
同
経
営
者
だ
っ
た
大
坪
本
左
衛
門
と
共
に
「
大
坪
活

版
所
」（
神
田
五
軒
町
の
湯
島
嬬
恋
坂
下
﹇
当
時
﹈）
を
設
立
し
て
独
立
し
た
。

◉
長
崎
新
塾
出
張
活
版
製
造
所

　（平
野
活
版
製
造
所
）
跡
〔
地
図
：
二
八
一
頁
参
照
〕

所
在
地

　千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一

　
　
　
　（も
と
伊
勢
国
〔
三
重
県
〕
津
藩
藤
堂
和
泉
守
上
屋
敷
門
長
屋
跡
）

標
示
物

　な
し

　明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
七
月
、
平
野
富
二
は
新
妻
と
社
員
八
名
を

引
き
連
れ
て
長
崎
か
ら
上
京
し
、
文
部
省
御
用
活
版
所
の
一
部
と
そ
れ

に
隣
接
す
る
部
屋
を
借
り
受
け
て
、
活
版
製
造
の
た
め
の
事
業
所
な
ら

び
に
住
居
と
し
た
。
す
な
わ
ち
平
野
富
二
の
活
版
製
造
事
業
は
こ
こ
か

ら
は
じ
ま
っ
た
。

　当
時
は
政
府
の
一
部
機
関
を
除
き
、
一
般
に
は
活
版
印
刷
の
効
用
が

未
だ
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
活
字
・
活
版
の
販
売
に
苦
労

し
た
。
そ
の
た
め
、
諸
官
庁
に
布
告
・
布
達
類
の
活
版
化
を
働
き
か
け

た
り
、
手
引
印
刷
機
の
国
産
化
に
着
手
し
て
活
版
印
刷
の
普
及
を
図
っ
た
。

　一
年
足
ら
ず
の
あ
い
だ
活
字
の
需
要
が
急
速
に
増
大
し
た
た
め
、
平

和
泉
公
園

お
も
な
内
容
│
│
目
次
よ
り

　
＊

記
念
式
典

平
野
富
二
　
略
伝
／
平
野
富
二
　
略
伝
　
英
文

平
野
富
二
　
年
譜

明
治
産
業
近
代
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア

「
平
野
富
二
生
誕
の
地
」
碑
建
立
趣
意
書

　
平
野
富
二
生
誕
の
地
　
確
定
根
拠

長
崎
　
ミ
ニ
・
活
版
さ
る
く

平
野
富
二
ゆ
か
り
の
地
　
長
崎
と
東
京

　
長
崎
編

出
島
、
旧
長
崎
県
庁
周
辺
、
西
浜
町
、
興
善
町
、
桜
町

周
辺
、新
地
、銅
座
町
、思
案
橋
、油
屋
町
周
辺
、寺
町
（
男

風
頭
山
）
近
辺
、
諏
訪
神
社
・
長
崎
公
園
、
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
周
辺
、
長
崎
造
船
所
近
辺

　
東
京
編

　
　
平
野
富
二
の
足
跡

　
　
各
種
教
育
機
関

　
　
官
営
の
活
字
版
印
刷
技
術
の
伝
承
と
近
代
化

洋
学
系
／
医
学
系
（
講
義
録
の
印
刷
）／
工
部
省
・

太
政
官
・
大
蔵
省
系
（
布
告
類
・
紙
幣
の
印
刷
）

　
　
平
野
富
二
に
よ
る
活
字
・
活
版
機
器
製
造
と
印
刷
事
業

　
　
そ
の
他
、
民
間
の
活
版
関
連
事
業

　
　
勃
興
期
の
メ
デ
ィ
ア

　
「
谷
中
霊
園
」
近
辺
、
平
野
富
二
の
墓
所
お
よ
び
関
連
の
地

「
平
野
富
二
生
誕
の
地
」
建
碑
関
連
事
項
詳
細

「
平
野
富
二
生
誕
の
地
」
碑
建
立

募
金
者
な
ら
び
に
支
援
者
・
協
力
者
　
ご
芳
名

あ
と
が
き



平
野
号
　
平
野
富
二
生
誕
の
地
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建
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録
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ち
い
さ
な
活
字

お
お
き
な
船

『
平
野
号
』
出
発
進
行

よ
う
そ
ろ
！

い
ま
ま
た
『
平
野
号
』
は

あ
ら
た
な
航
海
に

船
出
す
る

│
│
ボ
ン
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ

　
平
野
富
二
は
長
崎
に
う
ま
れ
た
ひ
と
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
長
崎
で
は
東
京
に
進

出
し
た
ひ
と
と
伝
わ
っ
た
。
よ
う
や
く
生
家
が
長
崎
の
町
司
長
屋
（
現 

長
崎
県
長

崎
市
桜
町
九
番
六
号
）
に
う
ま
れ
た
こ
と
が
古
文
書
の
渉
猟
か
ら
判
明
し
た
。
こ

の
家
は
長
崎
の
地
役
人
た
る
町
司
で
、身
分
は
平
民
な
が
ら
、世
襲
の
家
禄
を
う
け
、

苗
字
帯
刀
を
ゆ
る
さ
れ
た
矢
次
家
の
次
男
で
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
「
平
野
富
二
生

誕
の
地
」
碑
建
立
有
志
の
会
が
結
成
さ
れ
、多
く
の
有
志
の
献
身
的
な
協
力
を
得
て
、

二
〇
一
八
年
一
一
月
生
誕
地
の
一
画
に
碑
の
建
立
が
な
っ
た
。

　
幼
名
矢
次
富
次
郎
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
妻
帯
し
、
戸
籍
編
成
に
際
し

て
平
野
富
二
と
改
名
し
て
長
崎
外
浦
町
に
一
家
を
構
え
た
。
中
島
川
右
岸
、
飽
の

浦
の
長
崎
製
鉄
所
、
立
神
ド
ッ
ク
、
対
岸
の
小
菅
修
船
場
な
ど
に
わ
ず
か
な
足
跡

を
の
こ
し
て
、
東
京
に
新
天
地
を
も
と
め
、
数
え
て
二
六
の
と
き
、
総
勢
一
〇
名

で
長
崎
を
あ
と
に
し
て
東
京
（
現 

千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
）
に
「
長
崎
新
塾
出
張

活
版
製
造
所
」
の
看
板
を
か
か
げ
た
。
の
ち
に
同
社
は
「
東
京
築
地
活
版
製
造
所
」

と
改
組
改
称
、「
東
洋
一
の
活
字
鋳
造
所
」と
し
て
自
他
と
も
に
ゆ
る
す
存
在
と
な
っ
た
。

　
素
志
で
あ
る
機
械
製
造
と
造
船
事
業
も
明
治
九（
一
八
七
六
）年
か
ら
開
始
し
た
。

平
野
富
二
は
数
百
ト
ン
も
あ
る
巨
大
な
船
舶
を
つ
く
り
、
橋
梁
を
つ
く
り
、
蒸
気

機
関
を
も
ち
い
て
海
上
輸
送
と
陸
上
輸
送
の
進
展
に
貢
献
し
た
。

　
そ
も
そ
も
明
治
の
国
家
も
企
業
社
会
も
、
ま
だ
う
そ
の
よ
う
に
ち
い
さ
な
時
代

で
、
な
に
も
か
も
が
草
む
ら
か
ら
わ
き
あ
が
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

た
れ
も
が
無
我
夢
中
お
も
う
存
分
に
は
た
ら
き
、
家
を
建
て
、
名
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
の
が
、
明
治
初
期
の
愉
快
さ
で
あ
り
、
あ
か
る
さ
で
も
あ
っ
た
。

平
野
富
二
は
こ
う
し
た
時
代
を
お
も
う
ま
ま
奔
放
に
い
き
、
お
お
き
な
成
果
を
あ

げ
つ
つ
、
こ
こ
ろ
ざ
し
な
か
ば
に
し
て
明
治
二
六
（
一
八
九
一
）
年
に
病
に
た
お

れ
た
。
そ
れ
で
も
在
京
わ
ず
か
に
二
〇
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
金
属
活
字
製
造
、

印
刷
機
器
・
資
材
製
造
、
活
字
版
印
刷
、
重
機
械
製
造
、
造
船
、
橋
梁
架
設
、
航
海
、

海
運
、
運
輸
、
交
通
、
土
木
、
鉱
山
開
発…

…

と
、
枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
事
業

展
開
を
は
か
っ
て
近
代
日
本
の
創
建
に
貢
献
し
た
。

　
今
般
「
平
野
富
二
生
誕
の
地
」
碑
の
建
立
を
期
し
て
直
近
二
〇
年
ほ
ど
の
東
京

と
長
崎
の
交
流
を
本
書
『
平
野
号
』
に
記
録
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
長
崎
に
も
う
け

ら
れ
た
海
軍
伝
習
所
、
医
学
伝
習
所
、
活
字
判
摺
立
所
、
活
版
伝
習
所
、
英
語
学

校
な
ど
の
施
設
の
設
備
と
伝
習
の
成
果
が
、
江
戸
・
東
京
の
、
ど
こ
に
・
い
つ
・

ど
の
よ
う
に
・
た
れ
が
伝
え
移
動
さ
せ
た
の
か
、
そ
し
て
こ
ん
に
ち
の
状
況
も
記

録
し
て
、
今
後
の
研
究
の
手
が
か
り
と
し
た
。

　「
平
野
富
二
生
誕
の
地
」
碑
建
立
有
志
の
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
年
齢
の

会
員
が
、
重
層
的
に
折
り
か
さ
な
る
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
会
員
は

い
た
ず
ら
な
個
人
崇
拝
や
、
明
治
の
偉
人
と
し
て
平
野
富
二
を
と
ら
え
る
こ
と
な

く
、
等
身
大
の
平
野
富
二
像
を
描
き
だ
す
こ
と
に
尽
力
し
た
。
す
な
わ
ち
平
野
富

二
の
精
神
と
功
績
は
、
明
治
の
偉
人
と
い
う
範
疇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
印
刷
術
と
い

う
平
面
設
計
か
ら
、
重
機
械
製
造
と
い
う
立
体
造
形
物
に
い
た
る
ま
で
、
現
在
の

わ
れ
わ
れ
の
日
常
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

平野富二〔ひらの とみじ〕
1846年10月4日〔弘化3年8月14日〕

―1892〔明治 25〕年12月3日


